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【1．農業者向けの土づくり研修会の開催について】 

今年は春先からの高温被害・大雨被害など様々な気象災害がありました。土づくりなど

の令和 7 年の営農に向けて今からできること・また来春からできることに関連した研

修会を下記日程・会場で開催予定です。 

〇開催日時・会場／ 

・袖浦地区会場／浜中農村研修センター     10 月 25 日（金） 

・酒田きた会場／本楯コミュニティセンター   11 月 5 日（火） 

・酒田みなみ会場／広野コミュニティセンター  11 月 7 日（木） 

・酒田ひがし会場／北平田コミュニティセンター 11 月 14 日（木） 

・平田地区会場／平田タウンセンター 集会室  11 月 15 日（金） 
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朝夕の寒暖差が大きくなり、秋らしくなってきました。食欲の秋ということで、地域の農産物にちなんだ各種イベ

ントも開催されます。イベントに参加したり旬のものを食べたりと秋を楽しみましょう！ 

 

（担当）R.S 



・松山地区会場／松嶺コミュニティセンター   11 月 19 日（火） 

・八幡地区会場／観音寺コミュニティセンター  11 月 22 日（金） 

 

開催時間は 18 時から 19 時 30 分を予定 

〇講師／株式会社 ファーム・フロンティア 取締役会長 博士（農学） 

藤井 弘志 

〇主な内容／堆肥の有用性とその成分の計算方法・利用方法の解説 

〇参加費用／無料（1 会場につき 30 名程度が上限） 

〇問い合わせ先／ 

酒田市農政課 生産振興係 

TEL : 0234-26-5752  FAX : 0234-26-6483 

---------------------------------------------------------------------------- 

【2．農産物 web 販売スキルアップ研修を実施します】 

農産物の EC 販売（インターネットを利用した販売）に興味があり、販路を開拓した

い、ブランド化して個人販売したい方向けの研修会が実施されます。 

 

〇会場／山形県高度技術開発研究センター 多目的ホール（山形市松栄町 2 丁目 2-1） 

（※zoom での参加も可能） 

〇研修内容／ 

第 1 回 

内容：EC 販売の現状、EC サイト「ポケットマルシェ」を利用する場合の流れ、優良

事例の紹介など 

日時：令和 6 年 11 月 20 日（水）14 時～15 時 30 分 

 

第 2 回 

内容：EC 販売関連技術のスキルアップについて（魅力的な商品説明文の作り方・写真

の撮影方法、トラブル防止のための梱包・発送の工夫について） 

日時：令和 6 年 12 月 18 日（水）14 時～15 時 30 分 

（※第 1 回・第 2 回いずれか一方のみ参加も可能です） 

 

〇参加方法／ 



下記 URL の山形県電子申請サービスから、開催日の 5 日前までに申込願います。 

申込ページ URL 

https://apply.e-tumo.jp/pref-yamagata-

u/offer/offerList_detail?tempString=r6ec 

 

〇問い合わせ先／ 

山形県農林水産部農業技術環境課 

TEL：023-630-2408 

---------------------------------------------------------------------------- 

【３．「酒田んめ農マーケット」を開催します！】 

「酒田んめ農マーケット」と題し、有機農業についてのパネル展示や農産物等の対面販

売のイベントを開催いたします。 

なぜ今環境にやさしい農業が必要なのか、また、酒田市が目指すこれからの農業のかた

ちについて、考えてみませんか。 

地元でとれた新鮮な農産物や、酒田産の食材を使用した加工品などを購入できます。ぜ

ひお越しください！ 

 

日時／令和６年 10 月 19 日（土）午前 10 時～午後２時 

場所／酒田駅前交流拠点施設ミライニ 

ミライニ広場（酒田市幸町一丁目 10 番１号） 

内容／・有機農業や環境にやさしい農業についてのパネル展示 

・市内農業者による酒田産農産物、加工品等の販売 

出店者／すくすくあぐりネット、酒田地区有機農業研究会、みどりの里 山居館 ほか 

ＨＰ／ 

https://www.city.sakata.lg.jp/sangyo/nogyo/news/nosei_R61019event.htm

l 

問い合わせ／酒田市スマートオーガニック検討会事務局 

（酒田市農政課 TEL：26-5792） 

---------------------------------------------------------------------------- 

【４．花のある暮らしを目指して！おはなのいろは✿】 

花は一輪でも、私たちの生活に彩りを加えてくれます。しかし、基本がわからずに、取
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り入れられない方も多いのではないでしょうか？そんな方のために、「花のまち酒田 

華いっぱいプロジェクト」※では、お花に関する情報をお届けします。 

 

○切り花の日持ち 

切り花の寿命は、飾る時期や花の種類、手入れの環境によって大きく異なります。以下

に、一般的な目安と処分方法についてまとめてみました。 

①春・秋 

花にとっても比較的快適な気温で、１週間から 10 日間程度、美しい状態を保つことが

できます。 

 

②夏 

夏の高温や湿度は切り花にとって厳しい環境ですから、暑さに強い花でなければ、5 日

くらいが目安です。冷房の効いた室内で管理すれば、より長持ちさせることができます

が、エアコンのオン・オフで温度差が大きくなると逆効果になります。一定の温度で管

理できることがより好ましいです。 

 

③冬 

気温の低い冬は、最も長持ちします。玄関などの寒い場所に飾ると、花によっては１～

２か月楽しむことができます。 

 

○切り花のおわり 

①タイミング 

・花びらが散る 

 

②処分方法 

終わりを迎えた切り花の花や茎は、一般的に燃えるゴミとして処分できます。お花が私

たちに癒しや楽しみを与えてくれたことに感謝し、その後の処理も心を込めて行える

といいですね。 

 

③ワンポイントアドバイス 

花首がもたれたり、茎が傷んでくると、終わりが近いと感じるかもしれませんが、花屋



さんではその花にあった回復方法や長持ちするコツ、ドライフラワーにするなどの最

後まで楽しむための方法を知っています。購入の際に、お手入れの仕方を聞くのがベス

トです。 

 

今回のアドバイスは、 

《フラワーブティック花工房（山形県酒田市上本町２−２４）の渡部さん》からいただ

きました。 

 

※「花のまち酒田 華いっぱいプロジェクト」は酒田産花きの認知度向上を目指して、

市内の有志の花屋と団体、そして市が共同で立ち上げました。 

---------------------------------------------------------------------------- 

【５．今月のおすすめの農業体験をご紹介します！】 

酒田市グリーン・ツーリズム推進協議会で提供している農業体験をご紹介します。秋の

美しい自然に囲まれて、実りの季節を感じることができるおすすめの農業体験は以下

のとおりです。ご興味のある方はぜひ申し込んでみてください！ 

 

・体験メニュー①：そば打ち体験 

提供者：手打ちそば鳳来（小松幸雄） 

連絡先：0234-64-4648 

期間：通年（7・８月除く） 

料金：1 名 1,500 円 

体験人数：２名～１0 名 

 

・体験メニュー②：女神の山「胎蔵山」トレッキングガイド  

提供者：ごすけ（岩間政幸） 

連絡先：080-5576-1492 

期間：4 月～11 月 

料金：1 組 10,000 円 

体験人数：10 名～30 名 

 

・体験メニュー③：コキアを使ったやわらかほうき作り  



提供者：庄内空港緩衝緑地パークセンター（担当：村上・齋藤） 

連絡先：0234-92-4427 

期間：通年 

料金：1 本 200 円 

体験人数：４名～ 

 

○申し込み／農業体験提供者へ直接連絡 

○問い合わせ／酒田市グリーン・ツーリズム推進協議会 

（電話：25-3100／HP：https://www.sakatagreentourism.com/） 

--------------------------------------------------------------------------- 

【６．米に関するマンスリーレポート等（令和 6 年 9 月）】 

農林水産省より 9 月号が配信されました。詳しくは下記 URL よりご参照ください。 

 

〇主な掲載内容 

 特集 

１ 米の需給状況の現状について             特集-1 

２ 令和６年産水稲の８月 15 日現在における作柄概況   特集-4 

 

農林水産省（農産）ＨＰ 

https://www.maff.go.jp/j/nousan/index.html 

農林水産省（マンスリーレポート）HP 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/mr.html 

農林水産省（統計情報）HP 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html 

---------------------------------------------------------------------------- 

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 

さかた農林水産業お役立ち情報 

発行日：毎月１回＋臨時号 

発行元：酒田市農林水産部農政課 

☆ 酒田市の農業に関するホームページ 

https://www.city.sakata.lg.jp/sangyo/nogyo/index.html 

https://www.sakatagreentourism.com/
https://www.maff.go.jp/j/nousan/index.html
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https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html
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◇ ページ内のリンク先へのアクセスに起因する通信料の増大や被害等については、

発信者は一切の責任を負いませんのでご了承ください。 

◇ 市公式 LINE での配信の登録、配信停止等は下記リンク先を参考に設定をお願いい

たします。 

https://www.city.sakata.lg.jp/sangyo/nogyo/nosanbutsu/nosei_line.html 

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

https://www.city.sakata.lg.jp/sangyo/nogyo/nosanbutsu/nosei_line.html
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１０：００ ▶ １４：００

土 酒田駅前交流拠点施設ミライニ

ミライニ広場(酒田市幸町一丁目10番１号)

主催：酒田市スマートオーガニック検討会

事務局：酒田市農林水産部農政課 連絡先：0234-26-5792

出店者情報は随時更新します。詳しくは酒田市公式ホームページをご覧ください！ ▶▶▶

酒田の農家さんが
大集合するのん！

買って応援！
食べて応援だのん！

有機農業や環境にやさしい農業についての

パネル展示を行います。

酒田の農業のこれからを

みんなで考えてみませんか？

農家が丹精こめてつくった、

地元育ちのおいし～い農産物がいっぱい！

酒田の秋の味覚を満喫しましょう！

持続可能な農業ってなんだろう？ 新鮮な農産物を販売します♪

※雨天時は光の湊 ロビーにて開催



時間

※ 各 会 場 、 ど こ に 参 加 し て も O K！ 申 し 込 み 不 要 。
ご 都 合 の 良 い 日 を お 選 び く だ さ い ！

18:00～19:30

お問合せ

株式会社ファーム・フロンティア
酒田市大宮町4-9-3   （スマート農業研修センター内）

TEL/FAX：0234-25-0830/0831
E-mail：info@famfro.co.jp

参加費

無 料

10月25日(金)
浜中

農村研修
センター

11月5日(火)
本楯

コミュニティ
センター

11月7日(木)
広野

コミュニティー
センター

11月14日(木)
北平田

コミュニティ
センター

11月15日(金)
平田

タウンセンター
(健康福祉センター)

11月19日(火)
松嶺

コミュニティ
センター

11月22日(金)
観音寺

コミュニティ
センター

講師

藤井 弘志
ファーム・フロンティア会長
山形大学農学部客員教授

今年は、豪雨被害や春先からの高温など、様々な気象
災害がありました。
あなたの圃場や稲（作物）の様子はどうでしょうか。

令和7年の営農に向け、今からできる事や来春に行うこと
など、作業や堆肥・土づくり資材などについてお伝えします。


